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平
成
29
年
９
月
定
例
会
を
９
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、
提
出
さ
れ
た
22
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
定
例
会
は
、
決
算
議
会
で
も
あ
り
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
６
つ
の
特
別
会
計
を
認
定
し
ま
し
た
が
、

町
税
の
減
収
、
今
後
の
財
政
運
営
や
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の
改
善
や
要
望
を
求
め
る
意
見
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

28年度決算

復興事業の成果を認定
一般会計歳出
１１７億９，４９６万４千円

前年比 28.14％ 減

町税
   2,891,535千円（22%）

使用料等
3,577,636千円 （27%）

国庫支出金
1,061,306千円

（8%）

自主財源
6,469,171千円

（49%）
依存財源

6,743,149千円
（51%）

譲与税等
745,920千円

（6%）

県支出金
4,901,123千円

（37%）

町債
34,800千円（0%）

歳入合計
13,212,320千円

使用料 35,641千円 1.0%
財産収入 19,368千円 0.5%
分担金   2,406千円 0.1%
寄付金 74,662千円 2.1%
繰入金 1,854,825千円 51.8%
繰越金 1,056,057千円 　29.5%       
諸収入 534,677千円 14.9%

地方譲与税 25,835千円 3.5%
利子割交付金 755千円 0.1%
地方消費税 86,808千円 11.6%
自動車取得税 4,513千円 0.6%
地方特例 1,074千円 0.1%
地方交付税 622,804千円 83.5%
その他 4,131千円 0.6%

維持補修費
32,388千円
（0%）

補助費等
1,580,975千円
（13%）

積立金
932，488千円
（8%）

物件費
5,580,610千円（47%）

繰出金
481,808千円（4%） 人件費

698,335千円（6%）
扶助費
222,976千円（2%）

公債費
189,609千円（2%）

普通建設事業費
1,878,995千円
（16%）

災害復旧事業費
182,740千円
（2%）

投資出資貸付
14,040千円（0%）

歳出合計
11,794,964千円

義務的経費
1,110,920千円
（9%）

投資的経費
2,061,735千円
（18%）

その他経費
8,622,309千円
（73%）

5,810,700

16,404,000

10,110,330
11,402,640

16,731,850

11,794,960

２２３３年年度度 ２２４４年年度度 ２２５５年年度度 ２２６６年年度度 ２２７７年年度度 ２２８８年年度度

過過去去６６年年間間のの一一般般会会計計歳歳出出決決算算のの推推移移

（単位：千円）

各会計の決算状況 （単位：円）

会計別 予算現額
決算額 歳入歳出差引額

(形式収支 )
（Ａ）

翌年度へ繰り越
すべき財源

（Ｂ）

実 質 収 支

歳入総額 歳出総額 （Ａ）－（Ｂ）

一 般 会 計 13,352,750,000 13,212,319,882 11,794,963,981 1,417,355,901 193,975,000 1,223,380,901 

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 1,136,145,000 1,142,751,253 1,036,835,245 105,916,008 0 105,916,008 

土 地 開 発 事 業 350,570,000 303,914,017 274,487,626 29,426,391 0 29,426,391 

公共下水道事業 432,178,000 353,760,085 257,886,029 95,874,056 31,591,000 64,283,056 

農業集落排水事業 30,633,000 30,970,532 27,262,778 3,707,754 0 3,707,754 

介 護 保 険 496,289,000 498,563,922 457,047,966 41,515,956 0 41,515,956 

後期高齢者医療 18,908,000 18,964,998 18,679,347 285,651 0 285,651 

小  　計 2,464,723,000 2,348,924,807 2,072,198,991 276,725,816 31,591,000 245,134,816 

合　　計 　　　（C) 15,817,473,000 15,561,244,689 13,867,162,972 1,694,081,717 225,566,000 1,468,515,717 

平成27年度決算額　（D） 22,480,084,000 21,276,435,361 19,298,234,710 1,978,200,651 591,524,000 1,386,676,651 

比較増減　　（C）-（D）△6,662,611,000 △5,715,190,672 △5,431,071,738 △ 284,118,934 △ 365,958,000 81,839,066 

比　較　増　減　（％） △ 29.64 △ 26.86 △ 28.14 △ 14.36 △ 61.87 5.90 

決算の内訳



プレミアム付事業再開・
　　　　　　帰還促進券

地域経済の活性化と住民の帰還へのきっかけとす
るためプレミアム付商品券を発行しました。

3,339
  万円

ため池放射性物質対策○電気・水道料等生活支援
　給付金
○地域振興券

原発事故によって農業水利施設であるため池の機
能保全・回復を目的とした放射性物質対策を実施し
ました。

6,160
  万円

８億
7,586
  万円

浅倉橋橋梁整備

1 億
1,051
  万円

LED 防災情報表示システム

本庁舎屋上に､有事の際に緊急情報、防災情報、避難
情報等を表示する情報表示システムを整備しまし
た。

町民の生活安定及び復興・再生の推進を目的として
生活支援給付金を支給し、また、住民の早期帰還・生
活再建やブランド・イメージ回復を目的として地域
振興券を交付しました。

5,940
  万円

敬老祝金支給

９月に中央体育館で敬老会を開催し、70歳以上を
対象に敬老祝金を支給しました。

中央台・山の神線浅倉橋の橋梁整備を行いました。
新しい橋の完成は平成29年度です。

中学生海外教育交流派遣事業

1,430
  万円

８月に広野中学校２年生22名がカナダを訪問し、
活発な交流を図りました。

915
  万円

第２期災害公営住宅整備

東日本大震災により被害を受け家屋を失った方の
住宅確保のため整備しました。

３億
4,879
  万円

スクールバスの運行

広野小・中学校へ通学する児童生徒のスクールバス
を運行しました。

１億
2,794
  万円

28年度決算
注目事業注目事業
　予算が適正に執行されたか、定例会で慎重
審議し、すべての会計決算が認定されました。
　その中で、議会が注目した主な事業を紹介
します。

決算額は、28年度のみの金額であり、全体事業費
ではありません。複数年事業のものもあります。
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昨年の健康ウォーク

保管されている安定ヨウ素剤

大
和
田
総
務
課
長

　

予
算
編
成
時
に
見
積
も

り
を
い
た
だ
い
て
、
精
査

し
予
算
計
上
す
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
し

て
も
予
算
額
と
の
差
が
出

て
し
ま
う
事
業
が
あ
り
ま

す
。
予
算
編
成
時
に
予
算

の
積
算
を
も
う
少
し
し
っ

か
り
積
算
し
て
計
上
す
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

遠
藤
町
民
税
務
課
長

　

来
年
度
広
域
化
に
は
な

り
ま
す
が
、
税
の
賦
課
徴

収
に
つ
い
て
は
町
が
行

い
、
徴
収
し
た
税
を
県
へ

納
付
金
と
い
う
形
で
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
今
年
度
の
医
療
給
付
費

の
徴
収
率
は
70
・
７
％
と

な
っ
て
お
り
前
年
度
の

62
・
45
％
か
ら
若
干
の
改

善
は
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
ま
し
て
は
、

転
入
し
て
き
た
と
き
に
保

遠
藤
町
民
税
務
課
長

　

医
療
給
付
費
分
滞
納
繰

越
分
は
、
過
去
20
年
以
上

の
積
み
重
ね
で
高
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。

大
和
田
総
務
課
長

　

行
政
区
長
を
通
し
て
32

件
の
申
請
が
あ
り
、
対
象

者
は
６
０
１
人
と
な
り
ま

し
た
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
よ
り
深
め
る
こ

と
は
大
変
大
事
な
こ
と
と

考
え
て
お
り
制
度
活
用
の

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
和
田
総
務
課
長

　

平
成
23
年
、
24
年
分
に

か
か
る
広
野
町
の
事
業
に

お
い
て
東
京
電
力
に
賠
償

請
求
し
て
い
る
も
の
で
、
そ

鯨
岡
環
境
防
災
課
長

　

配
付
す
る
に
は
問
題
点

が
あ
り
、
ま
ず
紛
失
、
そ

れ
か
ら
誤
飲
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
服
用
に
つ
い
て

は
、
国
、
県
、
市
町
村
の

指
示
の
も
と
に
服
飲
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
妊
婦
の
方
、
障
が
い

委
託
料
の
積
算
方
法
は

県
に
移
管
後
の
滞
納
対
策
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
金
の
実
績
は

賠
償
金
は
請
求
額
の
１
０
０
％
か

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
は

北
郷
幹
夫
議
員

　

ど
の
課
に
お
い
て
も
委

託
料
の
不
用
額
が
大
き
い

金
額
で
出
て
い
る
が
、
委

託
料
の
積
算
と
い
う
の
は

ど
の
様
な
形
で
行
う
の

か
。

北
郷
幹
夫
議
員

　

医
療
給
付
費
に
つ
い

て
、
収
入
済
み
額
が
１
、

５
０
０
万
円
に
対
し
未
収

入
が
６
２
４
万
円
と
４
割

以
上
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
来
年
度
、
町
か
ら
県

へ
移
管
さ
れ
た
場
合
、
事

務
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
滞
納
に
対
す
る

対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

塩　

史
子
議
員

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
か
な
り
収
入
未
済
額

が
多
い
で
す
が
、
一
番
多

い
医
療
給
付
費
分
滞
納
繰

越
分
の
理
由
は
何
で
す

か
。

小
磯
利
雄
議
員

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
流

事
業
助
成
金
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
の
実
績
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
実
績
を
あ
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

小
磯
利
雄
議
員

　

東
京
電
力
か
ら
の
賠

償
金
と
い
う
こ
と
で
、

１
億
９
千
万
円
の
内
訳
を

教
え
て
下
さ
い
。
ま
た
、

請
求
金
額
の
１
０
０
％
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

阿
部
憲
一
議
員

　

北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ
イ
ル

が
発
射
さ
れ
、
い
つ
何
時

あ
る
か
分
か
ら
な
い
状
況

が
客
観
的
に
予
想
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
原
発
も
あ
り

ま
す
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

現
実
的
に
配
付
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

予
算
執
行
の
成
果
を
次
年
度
予
算
に
反
映

質疑

決算一般会計一般会計一般会計国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
あ
る
方
な
ど
は
医
師
の

適
切
な
処
方
が
な
い
と
服

飲
で
き
ま
せ
ん
。
保
管
に

つ
い
て
は
、
光
の
当
た
ら

な
い
場
所
で
管
理
し
て
い

ま
す
。
放
射
線
健
康
対
策

委
員
会
、
健
康
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
等
の
有
識
者
の
話
を

聞
い
て
検
討
し
、
協
議
の

テ
ー
ブ
ル
に
あ
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

の
額
が
約
９
千
８
百
万
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
に
つ
い
て

は
、
町
の
部
分
林
契
約
に

基
づ
い
て
東
京
電
力
か
ら

賠
償
さ
れ
た
も
の
が
、
約

９
千
２
百
万
円
で
す
。

　

東
京
電
力
に
一
般
会
計

と
し
て
請
求
し
て
い
る
額

は
、
約
２
億
４
千
万
円
で

あ
り
一
部
、
請
求
を
認
め

ら
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ

り
ま
す
。

険
証
を
１
年
分
渡
し
ま
す

が
、
滞
納
が
あ
っ
た
場
合

は
翌
年
の
保
険
の
切
り
替

え
時
に
保
険
証
を
送
付
せ

ず
、
役
場
の
窓
口
に
来
て

い
た
だ
い
て
、
ま
ず
は
納

税
相
談
を
し
て
い
た
だ

き
、
分
納
誓
約
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。　

　

そ
の
際
、
滞
納
分
に
係

る
金
額
の
う
ち
、
持
ち
合

わ
せ
の
現
金
を
支
払
っ
て

い
た
だ
き
、
滞
納
分
の
誓

約
に
従
わ
な
い
場
合
は
、

短
期
保
険
証
の
発
行
と
な

り
、
ど
う
し
て
も
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は

資
格
証
明
書
の
発
行
と
な

り
ま
す
。　

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
当
町
の
財
政

状
況
は
、
広
野
火
力
発
電
所
の
大
規
模

償
却
資
産
税
が
大
幅
に
減
少
し
た
も
の

の
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
特
別
交
付

税
に
よ
り
比
較
的
ゆ
と
り
あ
る
財
政
運

営
で
あ
る
が
、大
規
模
償
却
資
産
税
は
、

次
年
度
以
降
の
逓
減
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
事

業
の
必
要
性
、
緊
急
性
及
び
そ
の
効
果

等
を
十
分
に
考
慮
し
、
計
画
的
な
財
政

運
営
と
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
財
源
配

分
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険

と
い
っ
た
２
特
別
会
計
の
医
療
や
介
護

に
対
す
る
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
よ
り
は
減
額
し
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

保
健
事
業
や
福
祉
事
業
等
の
成
果
を
再

検
証
す
る
と
と
も
に
、
歳
入
面
で
は
転

入
者
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護

保
険
料
の
し
っ
か
り
と
し
た
徴
収
事
務

を
行
い
、
歳
出
面
で
は
事
務
事
業
の
見

直
し
を
図
り
、
予
防
医
療
・
予
防
介
護

の
充
実
・
拡
充
に
努
め
て
疾
病
を
未
然

に
防
ぐ
事
業
を
引
き
続
き
実
施
さ
れ
、

結
果
的
に
歳
出
の
削
減
に
繋
が
る
よ
う

な
施
策
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
望
み
ま
す
。

　

以
上
、
災
害
の
復
興
・
再
生
と
町
民

福
祉
の
増
進
、
町
政
発
展
の
た
め
、
な

お
一
層
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
保
及

び
構
築
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。 監査結果を報告する

黒田惣一代表監査委員

決
算
審
査
意
見
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９
月
補
正
予
算

９
月
補
正
予
算

更なる復興・再生に向けて

６億5635万円を追加補正
　今回の補正は、財政調整基金積立金（町の貯金）などが主な内容となりました。

　これにより、一般会計は歳入歳出ぞれぞれ５億387万円追加され、総額で97億1278万9千円と

なりました。

全会一致で可決

鯨
岡
環
境
防
災
課
長

　

当
町
の
東
側
エ
リ
ア
に

つ
い
て
は
、
復
興
企
画
課

で
避
難
誘
導
の
表
示
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
、
復
興
企
画

課
、建
設
課
と
確
認
の
上
、

協
議
し
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

渡
辺
産
業
振
興
課
長

　

米
穀
等
を
取
り
扱
う
業

者
に
町
の
米
を
買
っ
て
も

ら
え
な
い
か
と
話
を
し
て

き
ま
し
た
。
価
格
に
つ
い

て
は
、
町
が
農
家
か
ら
買

い
上
げ
る
金
額
と
同
等
で

交
渉
し
、
買
い
上
げ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い

て
は
各
農
家
へ
説
明
し
、

了
解
を
得
て
お
り
ま
す
。

渡
辺
産
業
振
興
課
長

　

今
年
度
は
無
人
ヘ
リ
で

防
除
を
実
施
し
て
い
る
区

域
や
、
薬
剤
を
購
入
し
て

散
布
し
て
い
る
場
所
が
あ

り
ま
す
が
、
薬
剤
の
補
助

を
考
え
て
い
ま
す
。
ヘ
リ

防
除
の
中
に
は
薬
剤
費
や

ヘ
リ
の
操
作
費
用
等
様
々

な
経
費
が
入
っ
て
お
り
、

請
求
書
の
内
容
を
確
認
し

て
、
見
合
っ
た
薬
剤
費
の

補
助
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
津
復
興
企
画
課
長

　

土
地
だ
け
で
建
物
は

建
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
新
聞
折
り
込
み
等
で

広
洋
台
地
区
の
土
地
・
建

物
付
き
で
売
り
出
し
に

な
っ
て
い
る
状
況
は
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
町
所
有

権
の
中
で
空
き
区
画
は
有

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

猪
狩
生
涯
学
習
課
長

　

こ
れ
ま
で
み
か
ん
ク
ラ

ブ
が
担
っ
て
き
た
当
町
の

ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る

功
績
は
非
常
に
顕
著
で
あ

り
、
現
在
も
年
間
延
べ

４
千
名
以
上
が
活
動
し
て

お
り
、
今
後
も
、
現
状
を

維
持
し
な
が
ら
財
政
に
圧

迫
が
生
じ
な
い
よ
う
に
事

業
内
容
を
精
査
し
存
続
さ

せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

中
津
復
興
企
画
課
長

　

生
活
を
守
る
基
盤
整
備

で
あ
っ
た
り
、
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
整
備
と
い
う
中
で

復
興
交
付
金
事
業
等
に
お

い
て
整
備
を
行
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

遠
藤
町
民
税
務
課
長

　

現
在
、
復
興
庁
へ
補
助

申
請
中
で
、
採
択
に
な
っ

た
場
合
は
直
ち
に
着
手

し
、
今
年
度
中
の
完
了
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
の
シ
ス
テ

ム
と
の
関
連
性
は
聞
い
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム

と
の
連
携
は
可
能
で
あ
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

海
抜
表
示
の
設
置
を
要
望
し
て
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ
い
て

カ
メ
ム
シ
防
除
の
補
助
は

広
洋
台
へ
の
町
の
対
応
は

み
か
ん
ク
ラ
ブ
の
位
置
づ
け
は

ＧＩＳシステムの
完成はいつなのか

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン･

コ
ー
ス
ト
構
想
の

 

本
町
の
実
績
は

門
馬　

巧
議
員　

　

津
波
避
難
場
所
誘
導
表

示
シ
ー
ル
作
成
は
理
解
し

ま
す
が
、
下
北
迫
前
川
原

地
区
周
辺
は
津
波
浸
水
を

受
け
た
た
め
、
海
抜
表
示

を
国
交
省
あ
る
い
は
県
の

方
に
要
望
し
て
設
置
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

小
磯
利
雄
議
員　

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
つ
い
て
、
80
件
と
い

う
大
変
厳
し
い
実
績
の
中

で
、
残
さ
れ
た
１
４
０
０

袋
に
つ
い
て
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

北
郷
幹
夫
議
員　

　

カ
メ
ム
シ
の
防
除
を
事

業
者
に
お
願
い
し
、
ま
た

自
分
で
行
っ
た
場
所
も
あ

り
ま
す
。
補
助
は
事
業
者

分
と
個
人
分
と
分
け
る
こ

と
は
可
能
か
。

北
郷
幹
夫
議
員　

　

富
岡
町
の
方
が
所
有
し

て
い
た
も
の
を
町
に
買
い

上
げ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
区
画
に
は
建

物
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま

た
、
広
洋
台
に
は
売
り

地
・
売
り
家
の
看
板
が
あ

る
が
、
町
で
買
い
戻
す
も

の
は
こ
の
１
件
だ
け
か
。

塩　

史
子
議
員　

　

み
か
ん
ク
ラ
ブ
が
補
助

金
の
採
択
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

も
し
も
こ
の
補
助
金
が
今

後
受
け
ら
れ
な
い
と
す
れ

ば
、
ど
の
様
な
位
置
づ
け

に
な
る
の
か
。

小
磯
利
雄
議
員　

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
の
平
成
29

年
度
現
段
階
に
お
け
る
本

町
と
し
て
の
実
績
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

小
磯
利
雄
議
員　

　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
完

成
は
い
つ
か
。
ま
た
、「
み

ち
び
き
」
と
い
う
精
度
の

高
い
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
打
ち
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
性

は
あ
る
の
か
。

一般会計と５特別
会計合わせて

財政調整基金積立金など

補正の結果
会  計  名 補正額  補正後の予算額

一 般 会 計 ５億３８７万円 ９７億１２７８万９千円

国民健康保険特別会計 ２５９１万６千円 １１億８５１１万６千円

土地開発事業特別会計 ８２３５万５千円 ５億２２９０万４千円

下水道事業特別会計 ２４万９千円 ２億４８０８万４千円

介 護 保 険 特 別 会 計 ４３６７万６千円 ５億３４５７万６千円

後期高齢者医療特別会計 ２８万４千円 ２１３１万４千円

補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑

補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑

補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑

※ＧＩＳ
地理情報システムを略して「ＧＩＳ」
と呼びます。町の様々な情報（地籍、
家屋等）を総合的に管理するシステム。

熱戦を繰り広げるＭＩＫＡＮカップフットサル大会

無人ヘリによるカメムシ防除作業
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議

決

事

項

議

決

事

項

農業次世代人材育成
　　　　　　　奨学金貸付条例を制定

条
例
の
一
部
改
正

農業の担い手の育成を図るため

渡辺　昇 氏
（下北迫）

人事案件に同意

　

広
野
町
の
農
業
振
興

と
農
業
後
継
者
を
確
保

す
る
た
め
、
そ
の
修
学

に
必
要
な
資
金
を
貸
し

付
け
し
、
農
業
経
営
の

安
定
と
す
ぐ
れ
た
農
業

の
担
い
手
の
育
成
を
図

る
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

渡
辺
産
業
振
興
課
長

　

親
子
で
あ
っ
て
も
給
料

を
貰
っ
て
生
計
を
す
る
こ

と
を
考
え
て
お
り
、
現
在

町
で
は
個
人
で
農
業
を
し

て
い
る
方
が
多
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
会
社
組
織
に
す

る
と
か
法
人
と
し
て
運
営

す
る
形
態
を
考
え
て
い
ま

す
。

大
和
田
総
務
課
長

　

運
用
す
る
に
あ
た
っ
て

自
治
体
に
応
じ
て
対
応
す

る
よ
う
に
と
い
う
考
え
方

が
示
さ
れ
て
お
り
、
各
自

治
体
の
方
に
委
任
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
の

で
、
担
当
課
と
協
議
し
て

検
討
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

渡
辺
産
業
振
興
課
長

　

年
度
末
の
確
定
申
告

で
、
就
農
の
事
実
を
確
認

す
る
等
、
就
農
し
て
収
入

を
得
て
い
る
状
況
を
確
認

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

渡
辺
産
業
振
興
課
長

　

今
回
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
制
度
に
つ
い
て
は

原
則
貸
し
付
け
し
、
返
還

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

が
、
広
野
町
ば
か
り
で
な

く
、
全
国
的
に
農
業
後
継

者
が
い
な
い
と
い
う
現
状

の
中
で
、
将
来
農
業
を

担
っ
て
い
た
だ
く
若
者
を

育
て
て
行
き
た
い
と
い
う

観
点
か
ら
、
農
業
に
特
化

し
て
担
い
手
を
育
て
、
減

免
と
す
る
支
給
型
で
考
え

て
お
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
補
助
者
は

敬
老
会
で
長
寿
番
付
を
配
布
し
な
い
理
由
は

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

就
農
・
離
農
の
確
認
方
法
は

他
の
奨
学
資
金
と
の
違
い
は

門
馬
ま
り
え
議
員　

　

対
象
と
な
る
補
助
者
と

い
う
の
は
、
例
え
ば
父
親

が
農
業
を
経
営
し
て
い
て

息
子
が
会
社
勤
め
し
な
が

ら
、
父
の
農
業
を
補
助
す

る
と
い
う
意
味
で
捉
え
て

良
い
の
か
。

塩　

史
子
議
員　

　

敬
老
会
の
時
、
昨
年
ま

で
配
布
さ
れ
て
い
た
長
寿

番
付
が
個
人
情
報
保
護
の

た
め
に
、
今
年
か
ら
配
布

し
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
長
寿
番
付
は
評
判

が
良
く
、
そ
れ
を
楽
し
み

に
敬
老
会
に
来
ら
れ
る
方

が
大
勢
い
る
。

門
馬　

巧
議
員　

　

就
農
や
離
農
の
状
況
確

認
は
傍
証
で
良
い
の
か
。

ま
た
は
、
正
式
な
書
面
と

な
る
の
か
伺
い
た
い
。

遠
藤　

浩
議
員　

　

町
に
は
同
じ
よ
う
に
奨

学
資
金
の
貸
与
条
例
が
あ

り
、
経
済
的
理
由
に
よ
る

就
学
困
難
な
方
々
が
対
象

と
さ
れ
て
い
る
。
卒
業
後

の
返
還
免
除
の
措
置
は
な

い
が
、
今
回
の
奨
学
金
制

度
は
就
農
か
ら
引
き
続
き

５
年
間
農
業
に
従
事
し
た

と
き
や
農
業
経
営
の
補
助

者
と
し
て
従
事
し
た
と
き

な
ど
は
、
返
還
の
責
務
を

免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
な
っ
て
お
り
、
大
分
内

容
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す

が
理
由
を
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

後継者不足の中今年も収穫の秋を迎えた田園風景

　

ま
た
、
い
ざ
災
害
が
起

き
た
と
き
に
、
あ
の
辺
に

お
年
寄
り
が
居
た
は
ず
だ

と
分
か
り
ま
す
。
自
治
体

独
自
の
方
法
で
配
布
で
き

な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す

が
如
何
な
も
の
か
。

　広野町教育委員会委員に渡辺　昇氏を

適任者とすることに同意しました。

　任期は、平成29年10月１日から平成33

年９月30日までとなります。

【
要
旨
】

　

平
成
29
年
度
税
制
改

正
大
綱
に
お
い
て
、「
市

町
村
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
森
林
整
備
等

に
必
要
な
財
源
に
あ
て

る
た
め
、
個
人
住
民
税

均
等
割
の
枠
組
み
の
活

用
を
含
め
都
市
・
地
方

を
通
じ
て
国
民
に
等
し

く
負
担
を
求
め
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
森
林
環

境
税
（
仮
称
）
の
創
設
」

に
関
し
、「
平
成
30
年

度
税
制
改
正
に
お
い
て

結
論
を
得
る
」
と
明
記

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
森

提出者
　遠藤　浩　議員
賛成者　渡邉正俊 議員
賛成者　小磯利雄 議員

提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣

　

財
務
大
臣

　

総
務
大
臣

　

農
林
水
産
大
臣

　

環
境
大
臣

　

経
済
産
業
大
臣

　

衆
議
院
議
長

　

参
議
院
議
長

採択
「全国森林環境税」の
　　創設に関する意見書を

林
・
林
業
・
山
村
対
策

の
抜
本
的
強
化
を
は
か

る
た
め
の
「
全
国
森
林

環
境
税
」
の
早
期
導
入

を
強
く
求
め
る
。
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委

員

会

報

告

委

員

会

報

告

委員 会報告
各常任委員会の活 動状況を報告します。

遠
産
業
厚
生

隔診療への取り組みは
高齢者対策

総務文教常任委員会　  　　平成29年８月18日 午前開催

産業厚生常任委員会　  　　平成29年８月18日 午後開催

　

復
興
企
画
課
長
よ
り
説

明
を
受
け
、
各
委
員
よ
り
、

未
来
永
劫
た
だ
の
雑
地
と

な
る
土
地
が
残
る
の
で
は

な
い
か
、
第
２
期
開
発
地

区
は
、
初
期
の
目
標
で
あ
っ

た
１
０
０
％
の
用
地
取
得

が
で
き
る
の
か
、
用
地
取

得
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ

用
地
取
得
を
行
え
な
い
か
、

土
地
の
代
替
え
が
出
来
な

い
理
由
は
、
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
よ
り
、
造
成
後
に
し
っ

か
り
区
画
を
明
確
に
し
て
、

地
目
変
更
等
を
行
っ
て
い

く
。
今
年
度
、
用
地
取
得

の
予
算
を
計
上
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
勢
力
的
に
用

地
取
得
に
あ
た
っ
て
い
る
。

代
替
え
地
と
い
え
ど
も
国

の
資
金
を
を
導
入
し
造
成

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

権
者
で
も
あ
っ
て
も
土
地

を
分
割
し
て
所
有
権
を
移

転
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　健康福祉課長より説明を受け、各委員より、緊急

通報システム設置事業の利用対象者65歳以上1,433

人に対して、利用者 43 人は少なすぎないか、さら

に利用内訳、固定型 17 台、携帯型 26 台の選択方法

及び委託事業者について、医療環境向上推進事業６

月利用状況より 35 人利用で 115 万円使用、町外利

用者状況について、昨今報道されている「遠隔診療」

が東京・いわき・小高各病院で実施されているが、

本町での取り組みについて質疑がありました。

　町より、緊急通報システム設置事業利用者は少な

い、さらに相談員・民生委員・福祉関係者とＰＲを

進め利用拡大を図ります、通報機器選択は本人・家

族の希望より選定、事業者は会津にあり週２回の電

話確認より対応している、医療環境向上推進事業に

ついて今回６月のみ実績であり、年 1,700 万円の予

算内で推移すると見込まれる、利用者 35 人中、町

内 28 人、町外の作業員６人と川内村１人の計７人

である、「遠隔診療」について県と協議したいとの

説明でありました。

計
総務文教

画
に
基
づ
き
進
め
る
こ
と

工
業
団
地
・
東
町
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業

幼稚園運動会

粘
総務文教

り
強
く
対
応
す
る
こ
と

広
野
駅
東
側
開
発

地
産業厚生

域
開
発
に
繋
が
る
幹
線
プ
ラ
ン
を

防
災
拠
点
・
道
の
駅
造
成
事
業

　

建
設
課
長
よ
り
説
明
を

受
け
、
各
委
員
よ
り
、
町

民
の
税
金
１
億
７
千
万
円

で
買
収
し
無
料
で
提
供
す

る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
、
今
後
の
２
期
工
事
予

定
と
ほ
場
整
備
と
の
兼
ね

合
い
に
つ
い
て
、
町
道
関

の
上
１
号
線
拡
幅
予
定
に

つ
い
て
、
折
木
上
下
地
域

開
発
を
進
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
大
き
な
幹
線
プ
ラ
ン

が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
う

が
そ
の
計
画
等
は
立
案
さ

れ
な
い
の
か
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
よ
り
、
２
年
前
「
不

足
土
対
策
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
、
双
葉
郡
・
相
馬

各
自
治
体
精
査
の
結
果
、

1
千
万

不
足
し
て
い
る

状
態
で
、
積
み
込
み
・
運

搬
経
費
が
上
乗
せ
に
な
る
、

土
に
関
し
て
県
や
各
自
治

体
事
業
で
必
要
で
あ
れ
ば

運
ん
で
い
た
だ
い
て
、
町

は
平
ら
に
な
っ
た
所
を
粗

造
成
し
な
が
ら
町
作
り
に

繋
が
れ
ば
良
い
、
現
在
１

期
工
事
を
優
先
し
そ
の
後

利
産業厚生

用
者
に
配
慮
し
た
施
設
に

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　

こ
ど
も
家
庭
課
長
よ
り

説
明
を
受
け
、
各
委
員
よ

り
、
駐
車
場
95
区
画
あ
る

が
保
健
セ
ン
タ
ー
兼
用
か

又
、
入
り
口
が
鋭
角
に
な
っ

て
お
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
ら

な
い
の
か
お
子
さ
ん
が
粗

相
し
た
時
の
洗
い
場
に
つ

い
て
、
今
回
の
敷
地
内
上

水
道
工
事
に
お
い
て
町
に

負
担
金
が
発
生
す
る
の
か

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
よ
り
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
は
保
健
セ
ン
タ
ー
兼
用

で
あ
り
、
出
入
り
口
の
施

工
に
つ
い
て
は
広
め
に
と

り
た
い
、
洗
い
場
に
つ
い

て
は
各
部
屋
の
間
に
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
お
り
温
水

設
備
を
備
え
て
い
る
、
本

来
上
水
道
工
事
は
水
道
企

業
団
が
実
施
す
べ
き
で
あ

る
が
、
今
回
の
工
事
は
送

水
管
で
あ
り
、
町
で
施
工

後
、
企
業
団
に
移
管
と
の

事
前
協
議
の
も
と
町
負
担

で
実
施
し
て
い
る
と
の
説

明
で
あ
り
ま
し
た
。

町
長
か
ら
は
、
用
地
取
得

委
員
会
に
つ
い
て
、
委
員

会
を
発
足
さ
せ
有
識
者
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
し
っ
か
り
前
進
し
て

行
く
べ
く
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
地

権
者
の
理
解
・
同
意
を
得

ら
れ
る
よ
う
粘
り
強
く
対

応
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。

 

復
興
企
画
課
長
よ
り
説

明
が
あ
り
、各
委
員
よ
り
、

東
町
の
産
業
団
地
の
道
に

つ
い
て
運
び
出
し
の
道
路

な
ら
運
搬
を
行
う
国
で
対

応
し
た
方
が
得
策
で
は
な

い
か
、
放
射
性
物
質
が
置

か
れ
て
い
た
場
所
に
企
業

が
進
出
し
て
来
る
の
か
見

極
め
が
必
要
、
作
業
員
の

集
積
も
検
討
し
て
は
ど
う

か
、
広
野
工
業
団
地
は
全

区
画
埋
ま
っ
て
い
る
と
の

理
解
で
良
い
か
、
東
町
の

用
地
に
つ
い
て
排
水
路
の

整
備
構
想
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
、
用
地
の
空
間

線
量
率
や
土
壌
は
本
当
に

安
全
な
の
か
調
査
す
べ
き

で
は
な
い
か
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

 

町
よ
り
、
町
道
と
し
て

認
定
し
て
い
な
い
と
、

様
々
な
企
業
進
出
に
あ

た
っ
て
開
発
許
可
申
請
や

誘
致
そ
の
も
の
が
出
来
な

い
。
町
で
舗
装
す
べ
き
時

期
に
つ
い
て
は
検
討
を
要

す
る
と
考
え
る
。
双
葉
郡

内
の
企
業
か
ら
す
で
に
進

出
の
要
望
が
出
て
お
り
、

行
政
間
で
企
業
の
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
連
携
を

図
っ
て
行
き
た
い
。
除
染

仮
置
場
は
年
間
を
通
し
て

空
間
線
量
と
土
質
除
染
に

つ
い
て
も
定
期
的
に
放
射

性
物
質
の
調
査
を
行
い
管

理
し
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
り
、委
員
会
と
し
て
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
計
画
に

基
づ
い
て
進
め
る
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。

に
な
り
、
ほ
場
整
備
つ
い

て
は
県
よ
り
連
絡
が
あ
り

土
質
・
必
要
量
な
ど
に
つ

い
て
協
議
中
で
あ
る
。

　

町
道
関
の
上
１
号
線
に

つ
い
て
起
点
側
の
用
地
取

得
も
踏
ま
え
状
況
を
見
な

が
ら
進
め
て
行
く
段
階
に

な
っ
て
お
り
、
折
木
上
下

地
区
に
つ
い
て
は
国
交
省

と
協
定
を
締
結
し
、
信
号

機
が
で
き
る
な
ど
、
交
差

点
を
活
か
し
い
わ
き
浪
江

線
か
高
倉
亀
ヶ
崎
線
と
の

接
続
を
計
画
し
て
い
る
と

の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。
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追
跡
レ
ポ
ー
ト

５
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う

追跡
レポート

あの質問 どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁がその後ど

うなったのか？　どう町政に反映させているのか、対応を追

跡しました。

　一般質問は、公の場である議会で、
議員が議題に関係なく、町長の考え方
や町政の執行状況について説明を求め
たり、所信を問いただすものです。

一般質問席（広野町議会議場）

●平成26年６月定例会

質疑

塩　　史子 議員

●平成29年３月定例会

質疑

渡邉　正俊 議員

見通し良く整備されました。

　ふるさと農道（農道関山・寺所線）が整備され、

自動車や歩行者が安全に通行することができるよう

になりました。

　

町
長
施
政
方
針

で
、
本
年
度
を

〝
ふ
る
里
復
興
・
再
生
、「
前

進
の
年
」〟
と
位
置
付
け
、

「
い
の
ち
を
守
り
、
人
を

活
か
し
、
未
来
を
つ
く
る

町
」
の
３
つ
の
項
目
を
掲

げ
諸
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
表
明
さ
れ
ま
し
た

が
、

①
上
半
期
に
お
け
る
各
々

の
事
業
の
推
進
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

②
下
半
期
に
実
施
す
る
主

な
事
業
は
何
で
す
か
。

③
事
業
を
推
進
す
る
に
当

た
っ
て
の
課
題
は
有
り
ま

す
か
。

防
災
緑
地
は
、

歩
道
や
休
憩
所

が
整
備
さ
れ
て
、
海
岸
線

の
風
景
も
素
晴
ら
し
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

方
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、

①
防
災
緑
地
広
場
の
駐
車

場
に
あ
る
仮
設
ト
イ
レ
の

設
置
は
ど
こ
が
行
っ
た
の

で
す
か
。
ま
た
、
本
設
の

ト
イ
レ
は
設
置
さ
れ
る
の

で
す
か
。

②
平
成
21
年
３
月
に
広
野

町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

マ
ッ
プ
が
策
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
見
直
し
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

①
い
の
ち
を
守

る
事
業
は
、
町

内
医
療
機
関
や
住
宅
用
防

犯
カ
メ
ラ
の
補
助
、
ま
た

仮
設
減
容
化
施
設
の
解
体

工
事
、
飛
灰
搬
出
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

人
を
活
か
す
事
業
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
で

ス
キ
ル
習
得
学
習
を
し
て

お
り
、
工
業
団
地
内
の
進

出
企
業
決
定
、
駅
東
側
ホ

テ
ル
起
工
式
、
ほ
場
整
備

推
進
委
員
へ
の
設
計
案
の

内
容
説
明
、
森
林
整
備
等

業
務
の
発
注
を
行
い
、
ま

た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

を
販
売
し
ま
し
た
。

　

未
来
を
つ
く
る
事
業

は
、
中
学
生
の
カ
ナ
ダ
派

遣
、
認
定
こ
ど
も
園
整
備

①
仮
設
ト
イ
レ

は
、
福
島
県
で

設
置
し
、
富
岡
土
木
事
務

所
が
管
理
を
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度

に
本
設
の
ト
イ
レ
設
置
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

②
町
民
の
皆
様
が
楽
し
め

る
よ
う
本
計
画
策
定
に
併

せ
て
、
町
の
自
然
や
歴
史
・

文
化
・
復
興
の
息
吹
が
感

じ
ら
れ
る
コ
ー
ス
等
を
選

定
し
、
新
た
に
「
広
野
町

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

マ
ッ
プ
」
を
策
定
い
た
し

ま
す
。

町長施政方針における現状と課題は
町長／柔軟に対応・関係機関と協議し進める

北
郷

北
郷

町
長

町
長

北郷幹夫 議員

事
業
に
、
保
育
に
携
わ
る

職
員
や
保
護
者
の
皆
様
の

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

②
10
月
に
ひ
ろ
の
童
謡
ま

つ
り
、
津
波
避
難
訓
練
、

11
月
に
ひ
ろ
の
秋
ま
つ

り
・
文
化
展
、
12
月
に
生

涯
学
習
発
表
会
、
来
年
１

月
に
、
ふ
る
里
ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

③
認
定
こ
ど
も
園
工
事
の

交
付
金
申
請
に
つ
い
て
、

状
況
に
よ
っ
て
は
年
度
ご

と
に
事
業
を
分
割
し
て
申

請
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
め

ら
れ
る
よ
う
国
と
協
議
を

進
め
ま
す
。

ひろの童謡まつり

秋晴れの健康ウォーク

町政を問う

防
災
緑
地
広
場
へ
の
ト
イ
レ
設
置
と

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
の
見
直
し
は

町
長
／
来
年
度
の
設
置
を
予
定
・
新
た
に
策
定

ふるさと農道の
整備に努めよ

安全安心を担保で
きるよう進めたい

工事完了時期は

秋頃には
完成させたい

　原発事故以来、６号

線やふるさと農道の交

通量が増えています。

　まっすぐきれいな道

路になれば、安全で通

りやすくなるのではな

いでしょうか。

　全体的な道路環境整

備のあり方も踏まえ

て、努力していきたい

と考えます。

　関山地内の農道の危

険箇所を改良する工事

の完了時期はいつ頃に

なりますか。

　直ちに予算執行でき

れば、４月頃を目途に

発注をかけ、秋頃に完

成するようにしたいと

考えています。
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門馬　巧 議員

平
成
26
年
３
月

定
例
議
会
に
お

い
て
、
浅
見
川
浄
水
場
の

整
備
に
つ
い
て
、
町
長
は
、

当
施
設
の
老
朽
化
が
著
し

く
、
早
期
改
修
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
協
議
中
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
展
開
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

ひ
ろ
の
て
ら
す

の
品
揃
え
に
つ

い
て
、
満
足
い
か
な
い
と

の
反
響
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
改
善
を
図
り

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
実
施
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

原
発
事
故
後
、

再
開
が
不
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
域
圏
の
環
境
衛
生
諸

施
設
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

再
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

火
葬
場
の
再
開
に
つ
い
て

は
協
議
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か
。

震
災
原
発
事
故

後
に
お
い
て
、

我
が
身
を
省
み
ず
町
民
に

最
善
の
対
応
さ
れ
ま
し
た

町
内
各
医
療
機
関
の
功
績

に
対
し
、
謝
意
を
表
す
る

た
め
感
謝
状
等
を
贈
呈
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

門
馬

門
馬

門
馬

門
馬

小滝平浄水場改修に向けた展開は
町長／平成 33 年供用開始に向け着手

サマーフェスティバル開催場所の検討を
町長／花火の場所や大きさを検討していく

本
年
３
月
に
福

島
再
生
加
速
化

交
付
金
事
業
に
よ
る
改
修

事
業
の
採
択
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
平
成
33
年
４
月

の
供
用
開
始
に
向
け
、
双

葉
地
方
水
道
企
業
団
に
お

い
て
実
施
設
計
に
着
手
し

ま
し
た
。

毎
月
、
出
店
者

と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
町
に
寄
せ
ら
れ

た
品
数
、
品
揃
え
の
面
で

の
要
望
に
つ
い
て
改
善
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
よ
り
利
便
性
の
高
い

店
舗
環
境
の
向
上
の
た

め
、
連
携
を
密
に
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
建
物
や

駐
車
場
に
損
傷

や
陥
没
が
あ
り
、
停
電
に

よ
る
機
器
類
の
動
作
確
認

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

損
傷
程
度
、
放
射
線
量

の
環
境
変
化
な
ど
、
様
々

な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

代
替
施
設
の
整
備
も
含

め
、
早
急
に
進
め
る
べ
く
、

広
域
圈
組
合
管
理
者
会
議

で
協
議
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
の
町

制
施
行
75
周
年

記
念
式
典
に
お
い
て
、
医

町
長

町
長

町
長

町
長

町政を問う

迫力ある花火（サマーフェスティバル）

花
火
の
打
ち
上

げ
に
際
し
て
は

周
辺
の
状
況
や
花
火
の
大

き
さ
等
、
安
全
対
策
を
第

一
に
双
葉
警
察
署
、
富
岡

消
防
署
と
協
議
を
重
ね
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
開
催
に
あ
た

り
、
安
全
な
花
火
大
会
開

催
の
在
り
方
と
打
ち
上
げ

場
所
や
花
火
の
大
き
さ

等
、
実
施
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
町
内
か

ら
の
高
速
バ
ス

路
線
は
休
止
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
町
民
の
交
通
手

段
拡
大
や
利
便
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
双
葉
郡
内
自
治
体
は

も
と
よ
り
相
馬
地
方
自
治

体
と
も
連
携
を
密
に
し
、

震
災
前
の
環
境
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
対
策
を
　

町
長
／
改
善
に
向
け
取
り
組
み
強
化

功
績
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
は

町
長
／
今
後
取
り
組
み
を
検
討

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
再
始
動
の
要
望
　

町
長
／
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
展
開
を
要
望
す
る   

高
速
バ
ス
の
運
行
の
充
実
を

町
長
／
震
災
前
の
環
境
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
対
応

火
葬
場
再
開
へ
の
協
議
は
　

町
長
／
早
急
に
進
め
る
べ
く
協
議
中

　

今
年
の
花
火
大

会
に
お
い
て
観

覧
席
に
火
花
等
が
散
乱

し
、危
険
を
感
じ
た
た
め
、

場
所
等
の
変
更
を
図
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

震
災
前
の
様
な

運
行
体
制
の
充

実
を
図
れ
る
よ
う
要
望
で

き
ま
せ
ん
か
。

北
郷

北
郷

町
長

町
長

北郷伯弘 議員

震
災
前
に
あ
っ

た
子
ど
も
向
け

の
プ
ー
ル
教
室
等
の
事
業

を
廃
止
に
す
る
と
の
情
報

は
得
て
い
ま
せ
ん
が
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
内
容
に

つ
い
て
、
地
域
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
事
業
展
開
と
な
る

よ
う
関
係
機
関
に
対
し
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
８
年
夏

に
再
始
動
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
が
、
話

し
を
聞
く
と
今
ま
で
行
っ

て
い
た
子
供
た
ち
の
プ
ー

ル
教
室
等
が
無
く
な
る
と

言
う
事
な
の
で
、
県
へ
要

望
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

北
郷

町
長

町政を問う

療
法
人
社
団
養
高
会　

高

野
病
院
理
事
長　

高
野
英

男
氏
並
び
に
馬
場
医
院
院

長　

小
鹿
山
博
之
氏
に

は
、
長
年
に
わ
た
る
地
域

医
療
へ
の
感
謝
の
意
を
表

し
表
彰
状
、
記
念
品
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

他
の
贈
呈
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

小滝平浄水場にある看板
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放
射
線
障
害
に
ど
う
責
任
を
と
る

町
長
／
リ
ス
ク
低
く
、
責
任
の
所
在
を
問
う
状
況
に
な
い

①
こ
れ
ま
で
の

国
と
の
賠
償

交
渉
に
つ
い
て
、
ど
こ
の

機
関
と
、
ど
の
よ
う
な
内

容
の
話
し
合
い
を
し
て
、

月
々
10
万
円
の
精
神
的
賠

償
は
ど
う
い
う
理
屈
に

よ
っ
て
広
野
町
は
対
象
外

に
さ
れ
、
ま
た
ど
う
い
う

メ
ン
バ
ー
で
決
め
た
の
で

①
弁
護
士
、
学

者
等
で
構
成
す

る
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争

審
査
会
が
、
指
針
を
策
定

し
、
東
京
電
力
株
式
会
社

が
指
針
に
基
づ
き
支
払
っ

て
お
り
ま
す
が
、
町
村
間

に
お
け
る
格
差
が
生
じ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
審
査
会

事
務
局
の
文
部
科
学
省
や

関
係
省
各
大
臣
、
東
京
電

力
株
式
会
社
に
対
し
改
善

に
向
け
た
要
望
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

②
繰
り
返
し
精
力
的
に
要

望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
精
神
的
損
害
賠
償
の

拡
充
の
交
渉
は
実
現
不
可

能
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

町
長

阿
部

阿部憲一 議員
賠償格差の是正を前進させよ

町長／格差に対する要望活動と支援策への継続要望

た
。

　

そ
の
上
で
自
立
に
向
け

た
生
活
再
建
支
援
制
度
の

構
築
を
要
望
し
「
福
島
県

早
期
帰
還
・
生
活
再
建
支

援
交
付
金
」
の
創
設
に
至

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ら
な
る
支
援

策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

継
続
し
て
要
望
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

③
町
外
に
居
住
し
て
い
る

町
民
の
数
は
、７
６
７
人
、

こ
れ
ま
で
の
死
亡
者
の
数

は
、
４
１
６
人
で
す
。

町政を問う

私
が
議
員
に

な
っ
て
定
例
議

会
で
、
広
野
町
に
お
け
る

様
々
な
放
射
能
汚
染
・
被

曝
の
危
険
を
具
体
的
に
指

摘
し
て
来
ま
し
た
。

　

今
後
、
放
射
線
障
害
が

見
え
て
来
た
時
に
ど
う
責

任
を
取
る
の
で
す
か
。

福
島
県
が
実
施

し
て
い
る
、
大

気
浮
遊
じ
ん
環
境
放
射
能

測
定
や
土
壌
の
放
射
線
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果

に
よ
り
、
被
ば
く
の
リ
ス

ク
は
低
く
、
今
後
の
放
射

線
障
害
に
つ
い
て
は
、
少

な
い
も
の
と
受
け
と
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
責
任
の

所
在
を
問
う
状
況
に
は
無

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長

阿
部

小磯利雄 議員

町政を問う

①
駅
東
側
に

広
野
み
ら
い

オ
フ
ィ
ス
、
集
合
住
宅
、

ホ
テ
ル
等
の
整
備
、
広
野

火
力
発
電
所
に
お
い
て

は
、
高
効
率
石
炭
火
力
発

電
所
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
の
建

設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

②
早
稲
田
大
学
「
ふ
く
し

ま
広
野
未
来
創
造
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
」、
東
日
本

国
際
大
学
・
い
わ
き
短
期

大
学
の
「
広
野
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
新

①
計
画
に
基
づ

き
駅
東
側
や
ひ

ろ
の
て
ら
す
整
備
、
工
業

団
地
へ
の
企
業
誘
致
、
ふ

く
し
ま
広
野
未
来
創
造
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
な
ど

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

②
激
甚
災
害
復
旧
適
用
に

向
け
権
限
代
行
制
度
運
用

は
、
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

③
声
を
聴
く
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
り
、
町
政
懇
談

会
や
住
民
説
明
会
、
町
長

へ
の
手
紙
に
よ
り
町
民
の

皆
様
と
の
信
頼
関
係
構
築

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
、
県
へ
町
民

の
声
や
町
の
現
状
を
丁
寧

に
説
明
し
な
が
ら
、
一
体

と
な
り
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

①
平
成
25
年
は

企
業
数
80
社
、

作
業
員
数
約
３
４
０
０

人
、
26
年
は
81
社
、
約

３
０
０
０
人
、
27
年
は
80

社
、
約
３
１
０
０
人
、
28

年
は
68
社
、
約
３
２
０
０

人
、
29
年
度
は
60
社
、
約

２
５
０
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
条
例
は
、
法
的
申
請
行

為
の
前
に
町
へ
事
業
計
画

の
概
要
を
報
告
す
る
こ
と

や
、
町
・
町
民
・
建
築
主

等
が
、
相
互
に
信
頼
し
協

力
し
て
行
う
こ
と
を
定
め

て
い
る
た
め
、
無
届
け
開

発
や
違
法
建
築
等
の
抑
制

効
果
は
図
ら
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

③
町
民
生
活
と
企
業
の
活

動
拠
点
が
混
在
し
な
い
土

地
利
用
に
つ
い
て
計
画
を

策
定
し
、
町
有
地
内
で
の

整
備
を
行
い
改
善
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
に
お
け
る

実
績
と
将
来
像
の
実
現
策
は

町
長
／
駅
東
側
整
備
と
新
た
な
教
育
機
関
誘
致

　

東
日
本
大
震
災

と
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
後
、
前

期
５
ヵ
年
の
「
集
中
復
興

期
間
」
か
ら
、
後
期
５
ヵ

年
「
復
興
・
創
生
期
間
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
年
28
年
度
、
本
町
に
於

け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
に
お

け
る

①
生
業
や
生
活
の
再
建
・

自
立
に
繋
が
っ
た
推
進
実

績
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

②
本
町
に
お
け
る
将
来
像

の
個
別
具
体
化
・
実
現
策

を
伺
い
ま
す
。

　

①
選
挙
公
約
が

町
総
合
計
画
に

十
分
反
映
さ
れ
、
目
に
見

え
る
形
で
結
果
が
出
て
い

ま
す
か
。

②
町
事
業
で
あ
る
べ
き
災

害
復
旧
工
事
を
「
権
限
代

　

原
発
事
故
後
、

宿
舎
設
置
の
減

少
が
見
え
ま
せ
ん
。

①
過
去
４
年
、
年
度
別
作

業
員
宿
舎
数
・
作
業
員
数

の
増
減
実
績
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

②
平
成
28
年
４
月
施
行
の

「
広
野
町
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
建
築
に
係
る
手
続

き
条
例
」
の
抑
制
効
果
は

期
待
さ
れ
ま
し
た
か
。

③
作
業
員
宿
舎
ゼ
ロ
に
向

け
、
政
策
的
エ
リ
ア
の
見

直
し
と
、
規
制
の
強
化
を

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

小
磯

小
磯

小
磯

町
長

町
長

町
長

た
な
教
育
機
関
の
誘
致
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

選挙公約の反映と　
　　　信頼関係の成就は
　　町長／様々な施策展開
　　　　　大切な声を届けている

作業員宿舎の現状と
政策的対策を
町長／開発抑制みられ、改善を図る

す
か
。
②
楢
葉
町
以
北
と

同
等
の
賠
償
を
懸
命
に
勝

ち
取
ろ
う
と
す
べ
き
で
あ

る
が
い
か
が
で
す
か
。

③
震
災
・
原
発
事
故
の
時

に
広
野
町
に
住
所
が
あ

り
、
現
在
町
外
で
避
難
す

る
町
民
お
よ
び
こ
れ
ま
で

の
死
者
は
何
人
で
す
か
。

内部被ばくを検査するホールボディーカウンター

行
制
度
」
に
て
完
成
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

③
国
・
県
・
町
民
と
の
「
信

頼
関
係
」
は
成
就
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
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要

望

活

動

第
３
回
臨
時
会

第３回臨時会
　

７
月
24
日
（
月
）
に
第
３
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
２
件
、
一
般
会
計

の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
及
び
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
へ

　
　

要
望
書
を
提
出

議決議案
■議案第 50 号
　　工事請負契約の変更契約について（浅倉橋橋梁整備工事）
■議案第 51 号
　　工事請負契約の変更契約について（北迫地区排水路（樋門）築造工事）
■議案第 52 号
　　平成 29 年度広野町一般会計補正予算（第３号）

【要望先】
　  復興大臣　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  吉野正芳

　　内閣府現職災害現地対策本部長　経済産業副大臣　　 高木陽介

　　自由民主党東日本大震災復興加速化本部長　　 　　　額賀福志郞

　　公明党代表　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　山口那津男

【要望事項】
　　１．原子力災害に対する生活再建支援制度について

　　２．イノベーション・コースト構想の推進について

　　３．自立・帰還支援雇用創出企業立地補助金の継続について

　　４．廃炉・除染従事者の体系化について

　　５．廃炉に向けた取り組みの着実な実施について

　　６．新たなエネルギーの創出による復興の加速化について

　　７．スクールバスの運行支援の継続について

　　８．小・中学校教諭の復興推進加配の継続について

　　９．ＪＦＡアカデミー福島（男子）の広野中学校での再開について

　　10．福島県営農再開支援事業の基金積増及び事業の継続について

　　11．農地・農業用施設維持管理への支援について

　　12．国道６号、県道いわき浪江線、県道広野小高線の総合的な交通安全対策について

　　13．追加除染について

　　14．農業用ため池の放射性物質対策の拡充について

　　15．除去土壌等の中間貯蔵施設への早期の安全・安心な輸送の実施について

　　16．ふくしま森林再生事業について

　　17．「防災拠点・道の駅ひろの」の整備について

　　18．風評払拭及び風化防止について

【要望先】
　　東京電力ホールディングス株式会社　　　代表執行役社長　小早川智明

【要望事項】
　　１．福島第一原子力発電所等の安全対策の徹底と着実な廃炉、適時適切な情報の提供について

　　２．被害者や地域の実情を踏まえた賠償及び地方公共団体に係る賠償への対応について

　　３．石炭ガス化複合発電（ＩＧＣＣ）設備の建設促進について

　　４．広野町と東京電力ホールディングス（株）との協調関係の継続について

　　５．Ｊヴィレッジの早期再開について

　　６．関連企業の事業所及び住居の町内への設置について

　質疑
一般会計補正予算について

法人税を還付する理由は

“ふる里復興・再生”への支援を要望

傍聴においでください

次回の定例会は12 月です

　傍聴の手続きは、役場３階議場傍聴席
入口にある受付簿に住所・氏名を記入す
るだけです。
　関心のある方は、お気軽に傍聴にお越
しください。
　なお、入場の際は録音機器の持ち込み
禁止、携帯電話のマナーモードへの切り
替えにご協力ください。

遠
藤
町
民
税
務
課
長

　

28
年
度
に
中
間
納
付
し

た
企
業
の
決
算
が
、
３
月

31
日
事
業
年
度
終
了
に
伴

い
確
定
申
告
書
の
提
出
が

あ
り
、
前
年
度
予
定
納
税

し
た
金
額
よ
り
も
決
算
時

に
お
け
る
法
人
税
の
納
付

額
か
ら
算
出
し
た
法
人
税

額
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
差
額
分
を
す
る

も
の
で
す
。

　

７
月
24
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、
議
長
を
始

め
町
議
会
議
員
及
び
町
長
と
共
に
、
関
係
省
庁
の

大
臣
、
政
府
与
党
の
国
会
議
員
、
東
京
電
力
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
（
株
）
に
対
し
て
、「〝
ふ
る
里
復
興
・

再
生
〟
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」
の
要
望
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

北
郷
幹
夫
議
員　

　

法
人
税
を
還
付
す
る
と

の
説
明
だ
っ
た
が
、
法
人

の
数
が
少
な
く
な
っ
た
た

め
に
還
付
す
る
の
か
、
或

い
は
多
く
納
め
て
い
た
法

人
税
を
精
算
し
た
結
果
多

か
っ
た
か
ら
の
減
額
な
の

か
確
認
し
た
い
。

復興大臣室で吉野正芳復興大臣に要望書を手渡す



ま
ちかど

インタビュー

高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
　
～
今
、
思
う
こ
と
は
～

高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
　
～
今
、
思
う
こ
と
は
～

ふ
た
ば
未
来
学
園
高
等
学
校
が
開
校
し
て
三
年
目

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す
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／
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／
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５
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広
野
町
議
会
事
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局
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安
や す だ

田　卓
たかひろ

弘 さん

松
まつもと

本　彩
さ や か

華 さん

　

私
は
第
一
期
生
と
し
て
、
ふ

た
ば
未
来
学
園
に
入
学
し
ま
し

た
。
雪
が
降
る
と
い
う
珍
し
い

入
学
式
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
三
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
。

　

今
月
衆
議
院
選
挙
、
来

月
に
は
町
長
選
挙
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
意

見
や
要
望
は
選
出
さ
れ
た

代
表
者
に
よ
っ
て
政
治
に

反
映
さ
れ
ま
す
。
候
補
者

の
人
物
や
政
策
を
正
確
に

見
る
眼
を
備
え
、
大
切
な

自
分
の
一
票
を
進
ん
で
投

票
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

金
銭
的
約
束
や
供
応
な

ど
に
惑
わ
さ
れ
た
り
、
義

理
人
情
で
投
票
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
議
員
の
目
指
す

べ
き
議
会
は
「
町
民
の
意

思
を
無
視
し
た
独
善
的
な

行
政
や
無
駄
づ
か
い
、
非

効
率
、
利
権
や
特
権
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
能
力

と
清
潔
さ
を
持
つ
議
会
、

町
民
の
多
様
な
意
見
が
活

発
に
議
論
さ
れ
、
町
民
に

情
報
と
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
安
全
・
安
心
実
現
の

た
め
働
く
議
会
」
を
目
指

し
ま
す
。　
　

　

議
場
に
お
け
る
議
論
や

町
民
の
声
を
公
平
・
公
正

に
掲
載
し
、
町
民
の
為
の

議
会
を
実
現
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 

　

（
小
磯　

利
雄
）

　

今
年
度
は
じ
め
て
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
揃
っ
た
ふ
た

ば
未
来
学
園
高
等
学
校
。

　

今
回
は
、
第
一
期
生
と
し
て
高
校
生
活
を
送
る
三
年
生
に
、

ど
ん
な
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
の
か
お
聞
き
し
ま
し
た
。　

　

ふ
た
ば
未
来
学
園
で
の
三
年
間

は
、
と
て
も
有
意
義
で
濃
密
な
毎

日
で
し
た
。
双
葉
郡
や
福
島
に
つ

い
て
考
え
る
授
業
や
海
外
で
の
研

修
で
は
、
地
域
や
自
分
を
じ
っ
く

り
と
見
つ
め
、
解
の
な
い
過
酷
な

課
題
で
も
自
分
な
り
の
解
を
見
つ

け
出
す
と
い
う
先
進
的
な
学
び
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
変
革
者

た
れ
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、

自
分
、
地
域
、
社
会
を
変
革
す
る

変
革
者
と
な
れ
る
よ
う
こ
の
学
び

舎
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
羽

ば
た
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長　

黒
田
政
徳

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

塩　

史
子

副
委
員
長　

阿
部
憲
一

委　
　

員　

北
郷
幹
夫

委　
　

員　

小
磯
利
雄

委　
　

員　

遠
藤　

浩

　

双
葉
郡
の
高
校
の
伝
統
を

引
き
継
ぐ
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
、
周
囲
の
方
々
の
期
待

を
背
負
い
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
高
校
で
は
経
験

で
き
な
い
取
り
組
み
、
著
名
な

方
々
の
授
業
等
、
地
域
に
根
差

し
た
学
び
等
、
貴
重
で
濃
密
な

高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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